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要約 

新型コロナウイルス感染症（COVID-19）に対する治療薬候補である喘息治療用プロドラッ

グ型コルチコステロイドの吸入シクレソニド（CIC）は、肺に吸入された後に、組織のエス

テラーゼによって活性代謝物である脱イソブチリル体（des - CIC）へと変換され、さらに可

逆的脂肪酸抱合を受ける。これまで吸入後の CIC の肺内分布と代謝に係る知見は報告され

てきたものの、CIC やその代謝物の分布や局在は不明であった。 

本研究では、脱離エレクトロスプレーイオン化-飛行時間型質量分析イメージング法（DESI-

MSI）により、CIC エアロゾル（空気動力学的中央粒子径：0.918〜1.168 µm）を単回投与し

た後のラット肺における CIC とその代謝物の空間分布及び局在を初めて可視化した。 

肺切片の質量イメージにより、CIC、des-CIC およびオレイン酸抱合体（des-CIC-oleate）の

気管支上皮での共存、des-CIC および des-CIC-oleate の肺胞を含む末梢部への分布、さらに

一部の CIC の気管支上皮での局在が明らかになった。すなわち、CIC とその代謝物の肺中

における分布は、CIC エアロゾルの特性に基づく肺末梢部への薬物送達に加え、気管支上皮

での CIC 粒子の沈着により達成されていることが示された。 

 

 


